
nitronaphth81ene･type mixture, naphthalene

isextractedbythesteamdistiltation,i-nitro･

naphthaleneisextractedbytheSoxLet･extra･

ctorusingcarbonbisulpllideandpetroleum

ether.

Theresidtleisdinitronaphth81ene.

(2) Inthecaseofthecommercialdinitro-

naphthalene･typemixture,1･nitronaphthalene

iSextractedin thesamemanner.In this

case,theresiduecontaine81,5･dinitronLIPhlll-

aleneand 1.8･dinitro･maphthalene. 1,8dini･

tronaphthaleneisextractedfrom thisresidue

bytheSoxlet-extractorusing acetoneand

petroleum ether.The点nalresidueis1,5･

dimitromaphthalene. Trinitromaphthalene is

calculatedbythenitrogencontentoEthis

extracts.

獅 用 撫 煙 火 薬 の 装 弾 法

〔装弾法とパターンの関係(WW t)使用)〕

布 川 博 ･佐 藤 弘事

1. 掩 首

散弾銃から発射された散弾の散開状櫨は通常 ttパタ

ーン%"2)で淡わされる｡

パターン矧ま銃の穂軌,構造および,装弾法等によ

って変化する｡本報告では装弾に関係する祐筆田とパ

ターンの関係および速射用のパターンXの揃い装弾法

と近射用のバターン0/Oの低い装弾法の一例が得られた

のでこれを記述する｡

又,最近一触装弾メーカーによって釈みられている

特殊な装弾についても検討した｡

2. 爽験方法

装弾の諸要素中,バターン%に形響すると考えられ

る因子は,雷管,英和,コロス3),新車,散弾号数,

散弾孟,口巻,上フタ,薬きよう(ケース)加圧41等

である｡

これらの内コtfス,紋蓮は相当多種であるからま

ず,コt,ス,妖壷の形状,圧縮変形,薬きようとの摩

損について調べ,これを参照することにした｡(Table

l8.Fig･9)爽験は4段階に分れる｡節一次より第三

次迄の実験により,パターンに彫替する緒要因とパタ

ーン%の高い洗弥法および低い装弥法を求め,第四次

実敦では特殊な装弾について検討を試みた｡

2-1 測定法および,測定草城

供耗銃

qT7t)37年3月2Fl東和

+日本油肘株式会社武丘工場 変h県武豊町

Yo1.23,No,乱 1742 (727)

ウインチェスター興12番レピータ- (フルチ !1-

ク,銃身長30インチ)

パターン測定法

統r:tより40ヤードの位把の′､トロン紙上にできた抑

痕蝉の中心と同心の30インチ円州こある弾痕数を洲'ji:

し.絶弥粒数との比率(%)を求める｡

コロスの圧縮変形釈放お.とび,薬きようとコロスの

摩擦力

アムスラー止縦型引弧()試験機により圧縮就験を行

う｡

初速,鮭庄

)2番欲逆圧銃を使用し,検圧,検速を同時に行う｡

l, 初 速

銃口に第-線的,銃口よl)15mの位置に第2的を放

け,各々の的が弾によって切られる時間の毒を,カウ

ンターク｡ノグラフ5)により測定し,初速 Y7.56)を求

める｡(Fig･l)

17Fig･IMeast.rmentolmuヱ之Ieveloci

t



ミ不雨 碕ぎMEASUPENTOP仙川UnPRtSSLIRE
Fig2 2. 政大勝圧薬童後鵬よりlイ

ンチの位田に股けられた検圧孔にFig.2の様に銅桂を匿き,無加

圧時の銀桂高と,火薬の発射ガスにより圧辞された飼准高の墓によっ

て測定する｡ 3. 尭験および,

典故結果3-1 許一次垂簾装弾の滞要因中,主なる

もののパターン%に及ぼす効果を求めるた桝こ要因を

Tab)elの如く採り,Hト8型直交配列卦こ7僻

の要因を翻りつけ実験を行った｡先ず,JIターンを測定した

が,洞定位が非常に小さいので参考のために同じ組合せによ り,最大脇圧T&ble 1FactorLevel
(A) (ら)P6T&dtrLー~weight (C) (D) (E) (F) (G)Cap Upper

wad LowerwadShotweightDepthofcrimpLoadAigPressure0 Cap-A WW 1.6g No.23SotEe)I PaperwadlmtnthickXl 30g 3-4mm nOn-

PressI Cap-B WW l.9g No.20Cork Paperwadlmmth

ickX3 34g 6.-8mm 201哨Cap-A: Hayalmsacapmad
ebyTeikokuKakoCo.,Ltd.TheweightofprimirL
gCOmpOSitionisaOmg.Cap-tl:HayabllSa CapmadebyTeikokuKAkoCo.,Ltd

.TheWeightoEprimingcompositiortis47mg.

T&tleI2Table3 Pattern%

Factor iSl9日 V I

Fo(A)Cap(a)PowderWeig

ht(C)'Korosq'(D)PaperWad l60.5(E)S

hotWeight(F)DepthofCrimp

(G)

Loadingpressure(Se)e=Tota]variance･sumoEhctore庁ect=4.

L3A･C.EandFarep



Table5 VeJocity

e=97

.51PmaXおよび,初速VT.与を沸定した｡
これらを分取分析した枯射まTab)ea, Table

4,T8b]e5の過りである｡節一次爽敦の検討

LTAble5の粟国F(口巻)の分散が大きいのは,

要因a(非長)とD(統塞)の交互作用のためと思われる｡

Flg3

2.



分散分析を行った結果はTab]e9の通りである｡

TAtIIe?(A)Up

perpaperWild(a)T

opWad(C)C且Se

】eng血(L)tAWerPaper
Wad(M)IKor

osuI(A)×(M)

(L)×(M)
Se I.683?.':il

:

ノO

-･喜044420
亡ノ28
L̂4241 245▲10.3952.0643.

726FBa(0105)=9.28 F38=(0.10)-5.39A･BandCarepooledirLSe.FactorLi

ssig･ni点cantin90%confidenceJi

mit.L(一owerpaperwad)および M (K

orosu)の効果を図示すれば Fig.6-a,Fig.6-bの通

りである｡3-3 薪三次央故第一次,第二次央

験で有掛こなった因子 (苑地,コ｡ス,耗塞,加圧)

,訊董分散とに比致して棚当大きい効果をもつ田子 (曾管)

および第一次,節二次'光政で採用しなかった田子 (散弾号款)

をTabIe10の様に採り,パターン%の掛 ･装弾を決定すべ

く.炎験を行った｡因子の剖つけ及び測定結典をTable

llに柵･ji油 の分散分析結果をTzlb]eL2に示した｡

20 (Leo) 〆70釦印

4

0抑 Pa8c

m./Hirer



VBtlle lO
i I i 2 I ,

(A)ShotNo

(a)Powderweight

(C)LoadingpresstJre

(D)̀ Korosu'

(a)Paperwad

(F)Cap

6
1.5g
Non･pressure
N0.2Felt
No.18Pllper
Hayabusa30TrLg

7i/2

l.7g

15kg

No,4Felt

No.16×2

HILyZLbusa47mg

1.9g

30kg

No.9Wadlike'tsu臥Imi

No.27×3

Murata40mg

TBble12

Fl壬(0.OL)-18.0 F12(0.05)



仙LiNAL

iN抑鍔"管
FigT d.C.

3-4 拝四次典故Fig.8A-Cの如き特殊な

装弾のパターンに及ぼす膨轡を飼べるた-めに Tab)e13の

如く採り,H3_柑型直交配列卦 こ割りつけ爽験を

行った｡要田の割りつけ及び測定伍は Table14に

測定班の分散分析結果 はTable15に示した｡

TAb]

eT3 1 1

2(A)Ring(A)ba°in

gPEeSSure(C)一Korosu
' H盲T-e

d-
C
tlP3

0kgFeltPowderweight;I.7g Shot;

No.6,32gCap;H8y8busa30mg Case;21/2J'

4. 枚 肝I. 第四次突放では特にパタ

ーンに有利となる要素は検出されなかったが,加圧を

よる彫琴が第一次,第三次実験に比放して少い｡これ

はリングまたは,孔あきカッブワッズ (holedcupwad)により,加圧が直

接22 (1



4. 加庄一)は 0.15,30kgのう通りでは15kg加圧が

Factor ∫ ≠γ Fo

ColA 37 2 18.5 0

.043 1.79a 日7 2 58.5 0.I一lC )038 2 519.0

I.253Se 乃l7

8 4Ⅰ4.0Se′ u71 Ⅰ2 28

9.3FII8(0.05)-3.89

AandBiSpooledin

Set.火薬に加わらなかったためではないかと思

われる｡2. 第一次.荊二次,第三次実験からコ｡ス,耗

壷はその径の大小が′.'ターンに相当彫野すると考えられる｡

コtZスおよび,紙蛮の径は,

).87.-I.88cm のものが適当と思われる｡

Fig9

5. 卓 也1. パターンに有意に好野する田子として,次のもの

が謬められた｡薬丑,釈;臥加圧,毛塞,留守
2. 薬丑は L.5-I.9gの範囲では.薬塩が少い

粒,バターンが良い｡ .). 耗垂は No･27(Table17参照)がここで爽

験した中では庇もよく.No.27(Imm)の耗

掛ま,1.3.4枚では,3枚が適当である｡

良い｡5. 毛掛まNo.2.N0.4が良い(Table

17)6. コt,スおよび,耕垂の径の大小はバターン%に

好守する.コBスお

よび,統丑の径は1.87-l.88cm位が適当と思われる｡

ng107. コ｡ス.紙港の薬英との摩擦力の大小は,

パターン%にほとんど形申しないと思われる｡8. ツヅミ型

ワッズは,バターンをよくしない｡9.

●部刑ま.はやぶさ47mg,はやぶさ30mg,村田では,はやぶさ30

mgが丑もよく.次いて村田,はやぶさ47mgの塀であD,やや封

い留守が適当と思われる｡

]0.6号散弾,7)/2号散弾では,パターン%に有意

な蓮は認められない｡日.故郷故 30-3

4gでは,バターン%はほとんど変化しない｡12.クリンプの流さを変えても′

マターン%は変化しない｡13.H型ポリエチレンワ
ッズ,カ･/ブワ･Jズ毛基の下部とおきかえてもバターンは変らない

｡14.コ17ス (毛韮)の厚さが若干変っても,パターン

%は変らない｡

15.2L/2" ケースとケースと,2I/-'ケース使用 とでは,バターン%は変らない｡

1



織るには Fig.6Fig.7のパターン0/;の使いものを選 んで装弾すればよい｡Tab)e17はその一例である｡

TBb]e18 ThewadLornAndthefricliorLirHhepapercase.

WadN○. Dhmctcr,R(cm)(Tt-5) Thickness.R(cm)(n=5) トridS.bnti(ckg)

A∬∝tI2 AA .84 0.04.87 0.03 1.09 00l1.33 0.07 8 74.5 }Tsuztlmi"typewadHtypepolyethyleneWadt70ledcupwAdr'Tsuれ1

mi''tyPecork3 .8L O.

03 0.81 0.03 0 04 .8

8 0.03 0.34 0.l4 4 2.55 ○ .87 0.02 0.20 0.02 3

46 ○ .90 0.03 0.23 0

.02 4 37 ○ .96 0.05 0.52 0.02 2 28910 AA .86 0.03.糾 0.02.87 0.05 0.58 0.)3I.44 0.070.63 0.

04 I.5I I.52lll △ .89 0.02 I.Oヨ o.12 3.5 3

】2 △ .39 0.03 1.34 0.33 2

213 ○ .85 0.07 0.36 0.04

4 414 ○0 .85 0.08 0

.36 0.07 I.5 lI5 .84 0

.03 0.62 0.01 1.5 I.516

.90 0.03 0.23 0.02 4 317 ○ .89 0.0】 0.2I O.03 8

718 ○ .87 0.07 0.37 0.lO

4 3.5Ⅰ9 △△ .89 0.03 I.32 0.

13 4 420 .86 0.06 1

.20 0.04 3.5 32l .84 0.

04 1.27 0.06 3 2.522 〇

〇〇 .82 0.03 0.36 0.07 4.5 I.523 .84 0.04 0.56 0.J5 0

024 .86 0.04 0.99 0.03 7.5 a

25 .86 0.04 ).25 0.08 ラ

2.5262728 .84 0.05.86.88 0.01 ).50 0.060.lO0.27 0.04 2.5 2.0

○=dis

kformppcrorcow･hide,1

) ロ本油戯封,散弾飲用烏煙火茄,ダブルベース,有孔円象形 (外径2.021mm,内柾o.746mm,W

eb.0.639mm)仮比政｡ 0.420｡

2)銃口より40ヤー ドのP_把における30インチ円内

に入る弥投敢3) 火薬と散弾の

剛 こ入れる -'蕗めもの"には,ワ･/メ,

コt7ス,送り等様々な名称が与えられているが,ここではカ･}

ブワ･/ズ系のものおよび,祐さ4mm以下の続,又はそれに野

ずるもの を "妖並"と し拭 き4mm 以上の伽分

を占るフェル トワ･Jズ,その他これに申ずるものをコt}スとした

｡4) Fig10の如 く火

薬に加える力 F5) 群が的な切る時の確免は馴 こよ9,2的

剛を卯が適24 △=Felt,corLtainingpmfrnO道するのに貸し

た時間を前定する留織である｡6) y7.Iは,銃口より7.5m に放ける封建をを袈わす｡

文 献l)Huntc{SEnqr亡mPedhL957.

2)H.M.SbtioneryoEEicc,InlernAI

Ballistics3)CorrLeT,TheTheory
oEInternalRdIistics4)児曲浦蛾,射撃大枚,昭和L2年4
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TheRehtiohBetyeetlthePAttem%&tLdtheb8ding

Alethodu8img r̀WWnPowder.

byHiroshiNunokAwaandHiroshiSatoh

Thereladonbetweenthepattem%Andthe wasapplied.Thefactorswhicha∬ectthe

factorsinAcartridgehasnotnecessarilybeen pattern%signiGcantlyistheprimercap,the

con丘rmed.Thepurposeofthisexperiment weightoEpowder,thepaperwad,thefelt

isto名ndthefactorsWhichaqeCtthepattern Wadandthe]oadiI一gPre防ure.TheinAuences

%andtodetez･minethehighestpattern% oEotherfactorsareneghgiblysmall.

cartridge. Thc.highestpattern %cartridgeisshown
lnthisexperimenttheorthogonaIarray intheFollowingtable.

EE形地料の制御SpaceAdministratioll'sLNisRes飽r

ChCell.terの DrwaIterT,0)sonは固形燃

料の再J:.(火は光政宝的には成功した｡ しか

し爽用の城にまで完成ナ81こはまだいろいろとし

なければならないことがあ

るといっている｡この方法は chlorinetriE)uoride

のような反Ji:性の流体を瞬時に固形推ヨ削こ対

してバルブで唄山させるものである｡このような

放任は推薬中のアルミニウムとかポリウレタンや

ポリサルファアドのような結

合剤と反応する｡典故畠では点火された液体が

固体とどのように反応するかということ

も研究している｡現在では火兆によって固形推

集は一回点火されるわけであるが,この新しい再

点火法が共用になると,必饗なときにはいつでも

点火できるので,火掛 こZEき換えら4

1.るであろう｡固形位科に関してのもう一つの

むずかしいIm槌は火を消すことである｡例えば

月に上越した場合一度火を消して地球に締るとき

に再点火するというような敏合に-たん火を附す

必繋がある｡このYol.23.NAi2241 (L35)研兜もLewisIC

行なわれていた｡その方法はt7ケツトケースに

孔を耽けてこの孔を急にmくことによって圧を急

教に下げて火を消すものである｡時には火が消え

たようにみえても,燃えかすが放っていて再燃蚊

することもあったが,Lliをすばやく下げることに

よって解放できたという｡(ChemistryFeb.1962p.L2)

(水村蹄茂)E)ケットモーターの

ケ-スの斬製造法ロケットモーターのケースを

作るのに金属,〟ラス扶接を結合する方法が完成

したので,将来のミサイルは安くできるようにな

ったといわれる｡この方法は米凹17-ナン･マリエッタ牡によ

り完成された｡ケースは揃軸力アルミ合金でIl

:リ,ガラス払継で棚致してあり.高朝力銅で作

ったものより軽くて安い｡ガラス枕雑エポキシ樹摘封の2倍

の強度をもつ｡このケースによD現在の多段tZ

ケ･Jトと一段にすることが可位である｡この袈晶は

t}ケ･/トのほか耐蝕,耐熱および執度を必蜜

とするエ某的用途に役立つ｡〔日刊工兼 37}ト14(Chemi

c81Eng･ineering3月5n P.




